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表紙
の
ことば

　新年到来。そんな中、1300 年前より栽培されているといわれる越沢
集落の「越沢三角そば」。そば打ち五十数年の大滝慶喜さんが、つなぎ
の自然薯を加えながら、耳たぶぐらいの硬さにソバをまとめていく。
ソバを打ちながら、伝統農産物を継承する大切さや難しさ、またその
育て方を独特の越沢弁で淡々と話してくれた。そして、この伝統を繋
ぐために若い二人にソバの打ち方を伝承したとのこと。この貴重な「越
沢三角そば」が新しい年を重ね永遠に継承されることを祈りながら、
ナッツのような香りの三角そばをかみしめた。

1300 年のロマン

（佐藤宣夫推進委員）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
農
業
委
員
会
も
昨
年
11

月
26
日
よ
り
新
た
に
第
６
期
が

ス
タ
ー
ト
し
、
不
肖
私
が
会
長

に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
二
期
目

と
な
り
ま
す
が
、
農
業
委
員
20

名
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
31
名
が
一
体
と
な
っ
て
農
地

利
用
の
最
適
化
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
発
生
に
よ
っ
て
様
々
な
影

響
が
あ
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

生
活
様
式
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
だ
収
束
の
兆
し

は
見
え
ま
せ
ん
が
、
一
日
も
早

く
普
段
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
戻

れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
７
月
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
本
市
で
も
農
地

の
冠
水
、
法
面
や
道
路
の
崩
壊

等
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

は
お
見
舞
を
申
し
上
げ
る
と
共

に
早
急
の
回
復
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
農
作
物
に
つ
い
て
は
、

豪
雨
や
猛
暑
が
あ
り
ま
し
た
が
、

稲
の
作
況
は
庄
内
で
一
〇
五
の

「
や
や
良
」
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
産
の
枝
豆
・
メ
ロ
ン
等

に
つ
い
て
も
良
好
に
推
移
し
た

よ
う
で
す
し
、
全
体
で
見
て
も

例
年
と
差
異
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

た
だ
、
人
口
減
少
、
農
業
者

の
減
少
等
に
よ
り
コ
メ
の
消
費

が
減
っ
て
い
る
中
、
担
い
手
・

後
継
者
不
足
が
深
刻
で
す
。
昨

年
４
月
に
開
校
し
た
鶴
岡
市
立

農
業
経
営
者
育
成
学
校
シ
ー
ズ

に
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

我
々
農
業
委
員
会
で
も
今
ま
で

以
上
に
地
域
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
与
え
ら
れ
た
職
務
を
遂

行
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
等
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
に

関
す
る
課
題
を
行
政
に
反
映
し

て
も
ら
う
た
め
、
現
場
の
声
を

市
や
国
・
県
に
伝
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
30
日
、

農
業
委
員
会
四
役
が
皆
川
市
長

を
訪
問
し
、
以
下
４
件
の
建
議
・

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
鶴
岡
市
農
業
振

興
施
策
に
関
す
る
建
議
書　
■

河
川
の
治
水
対
策
に
関
す
る
要

望
書　
■
新
規
参
入
者
へ
の
支

援
に
関
す
る
要
望
書　
■
鶴
岡

産
そ
ば
の
地
産
地
消
に
関
す
る

要
望
書

　
今
後
も
農
業
者
の
皆
さ
ん
が

意
欲
と
希
望
を
持
っ
て
農
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

鶴
岡
市
農
業
委
員
会

　
　
会
長　

渡 

部 

長 

和

農業委員辞令交付式

　
任
期
満
了
に
伴
い
委
員
改
選

が
行
わ
れ
、
昨
年
11
月
26
日
に

20
名
の
農
業
委
員
が
市
長
よ
り

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
31

名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
農
業
委
員
会
会
長
よ
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
両
委

員
と
も
に
３
年
間
で
す
。

　
初
総
会
で
は
、
会
長
に
渡
部

長
和
氏
、
会
長
職
務
代
理
者
に

石
塚
治
己
氏
が
互
選
に
よ
り
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

市長要望会市長要望会

３年間よろしくお願いします！
第６期鶴岡市農業委員会スタート第６期鶴岡市農業委員会スタート
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※会長、会長職務代理者、東西の部会長、同部会長職務代理者、広報編集委員長、営農・担い手専門委員長、
　食育・地産地消専門委員長、調整委員会連絡会議正副会長、工藤久子委員（女性委員代表）の 12名は、
　運営委員として農業委員会業務の運営を担います。

東部農地部会  ≪藤島、羽黒、櫛引、朝日地域を担当します≫

新舘　　登
羽黒町川代字川代山1187番地
（羽黒）TEL62-4111
営農・担い手専門委員長

しんたて　     のぼる

工藤　久子
藤島字向楯跡57番地1
（藤島）TEL64-3102

く どう　  ひさ こ

石井　光明
添川字池苗代77番地
（藤島）TEL64-2672

いし い 　  みつあき

大沼　恒司
長沼字宮前156番地
（藤島）TEL64-4584

おおぬま　 こう し

髙橋　好博
和名川字北野38番地
（藤島）TEL64-2003

たかはし    よしひろ

渡部　長和
東岩本字野中117番地
（朝日）TEL53-2410

会　長

わたなべ　 たけかず

佐藤　みほ
熊出字東村60番地
（朝日）TEL53-3019

さ とう

小林　義一
黒川字成沢172番地
（櫛引）TEL57-2262

こばやし　よしかず

佐久間　豊
西荒屋字川原田123番地
（櫛引）TEL57-3166
東部農地部会長

さ  く  ま　  ゆたか

金野　匡良
羽黒町猪俣新田字田屋前153番地
（羽黒）TEL62-3310

こんの　   まさよし

西部農地部会　≪鶴岡、温海地域を担当します≫

石塚　治己
三瀬戊381番地

（鶴岡）TEL73-2291
会長職務代理者

いしづか　 はる き

土岐　善久
大広丁151番地

（鶴岡）TEL35-3831

と  き　  よしひさ

吉住　喜之
白山字囲地田50番地
（鶴岡）TEL22-4390
広報編集委員長

よしずみ　 よしゆき

坂東　陽水
勝福寺字下川田235番地
（鶴岡）TEL24-7675

ばんどう　 ようすい

佐藤　康弘
新海町11番13号

（鶴岡）TEL77-5330
西部農地部会長

さ とう　 やすひろ

五十嵐　覚
関川66番地

（温海）TEL47-2467
西部農地部会長職務代理者

い  が らし　さとる

丸山　成章
𣗄代字西野77番地
（櫛引）TEL57-4115

まるやま　 なりあき

阿部　元成
面野山206番地

（鶴岡）TEL76-2313

あ  べ　   もとしげ

荻原　優太
大山を169番地

（鶴岡）TEL33-0738
食育・地産地消専門委員長

おぎわら　 ゆう た

大池　典子
淀川町12番33号

（鶴岡）TEL23-8280

おおいけ　 のり こ

新
農
業
委
員
の
紹
介

新
農
業
委
員
の
紹
介

農
地
の
貸
し
借
り
、
売
買
、
転
用
な
ど
、

農
地
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

東部農地部会長職務代理者
広報編集副委員長

氏　　名
住　　所
電話番号
役 職 名
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新
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介

新
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介
農
地
に
関
す
る
こ
と
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

氏　　名
住　　所
電話番号
役 職 名

阿部　隆
谷定字楯ノ前8番地
TEL57-3976

調整委員会連絡会議会長

あ  べ　  たかし

齋藤　健一
神明町16番56号
TEL22-4849

さいとう　 けんいち

齋藤　潤子
新海町16番10号
TEL26-9161

さいとう　 じゅんこ

原田　政幸
福田字中田31番地2
TEL29-2295

はらだ　   まさゆき

須田　進二
中京田乙104番地
TEL29-2083

す だ　   しん じ

菊地　勝三
三瀬丙70番地1
TEL73-2048

きく ち　   かつみ

長谷川　浩之
水沢庚2番地
TEL35-2088

は  せ がわ　 ひろゆき

榎本　　勝
少連寺丁21番地3
TEL35-2915

えのもと　     まさる

田澤　幸弘
下清水甲533番地
TEL23-4085

た ざわ　 ゆきひろ

本間　　誠
下川字関根171番地
TEL33-1031

ほん ま　      まこと

佐藤　克久
茨新田字砂山182番地1

TEL76-1151
営農・担い手専門副委員長

さ とう　 かつひさ

佐藤　泰仁
馬町字池ノ下100番地

TEL33-0312

さ とう　  たいじん

野村　　仁
平成町15番13号
TEL33-2606

の むら　      ひとし

井上　佳奈子
渡前字白山前19番地4

TEL64-6120

いのうえ　   か  な  こ

齋藤　　功
八色木字平田18番地

TEL64-4651

さいとう　      こう

石川　　守
野田目字家ノ腰34番地

TEL64-2568

いしかわ　     まもる

森　　秀弘
長沼字宮東202番地
TEL64-5597

食育・地産地消専門副委員長

もり　 　  しゅうひろ

丸山　伸一
羽黒町荒川字荒泉橋40番地

TEL62-2819

まるやま　 しんいち

髙橋　　聡
羽黒町町屋字村中31番地

TEL62-3758

たかはし　    とし

齋藤　　力
羽黒町川代字中川代230番地

TEL62-4467

さいとう　     ちから

碓氷　　伸
羽黒町手向字手向43番地

TEL62-2311

うすい　       しん

鶴
岡
地
域
１

鶴
岡・斎・黄
金・栄・京
田

鶴
岡
地
域
３

大
山・西
郷・湯
野
浜・加
茂

藤 

島 

地 

域

鶴
岡
地
域
２

湯
田
川・田
川・大
泉・豊
浦・上
郷

羽 

黒 

地 

域
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髙橋　文雄
三千刈字清和58番地

TEL57-3185

たかはし　 ふみ お

新規就
農者の

みなさ
ん！
農地の確保を
　サポートします！ ▶毎週金曜日発行

▶月額700円（税込）
▶お申し込みは
　農業委員会へ

　農業委員会では、農地の借り受けを希望する新規就農者に、
あらかじめ登録してある支援農業者を仲介する「アグリラン
ドバンク」事業を行っています。

鈴木　　聡
松根字中松根167番地

TEL57-4038

佐々木 貢昌
田代字広瀬102番地
TEL57-3834

調整委員会連絡会議副会長

さ  さ  き　みつあきすず き　       さとし

前田　　浩
丸岡字町の内223番地

TEL57-3190

まえ た　　　　こう

清野　吉喜
越中山字谷口61番地

TEL53-2388

せい の　   よし き

亀井　龍夫
倉沢字中向49番地
TEL55-2617

かめ い　　たつ お

伊藤 由紀子
熊出字下村180番地
TEL53-3129

い とう　ゆ  き  こ

伊藤　　貢
越沢乙142番地
TEL47-2174

い とう　     みつぐ

佐藤　宣夫
木野俣乙183番地
TEL47-2022

さ とう　 のぶ お

五十嵐　一浩
一霞43番地
TEL43-3249

いがらし　   かずひろ

櫛 

引 

地 

域

朝 

日 

地 

域

温 

海 

地 

域

全
国
農
業

新
聞

NATIONAL
AGRICULTURAL

NEWS

農業・農政の動きを
週１回タイムリーにお届け！
経営と暮らしに役立つ情報満載！
身近な話題も地方版で！

NATIONAL AGRICULTURAL NEWS

農地の貸付けに協力してくださる支援農業者・団体
■ (有)鶴岡協同ファーム （鶴岡・民田）
■ (株)アシスト （鶴岡・本田）
■ (有)田和楽 （藤島・小中島）
■ 上新田農事組合法人 （藤島・長沼）
■ 井上農場　井上馨 （藤島・渡前）
■ みます元氣村 （藤島・箕升新田）
■ 菅原農園　菅原賢信 （藤島・古郡）
■ 佐藤憲章 （藤島・東栄）
■ (株)ハグロファーム （羽黒・川代）
■ 齋藤良蔵 （羽黒・小増川）
■ (農)あさひの輝き・まんてん （朝日・東岩本）
■ (株)あつみ農地保全組合 （温海・湯温海）

委 員 長…吉住喜之（鶴岡）
副委員長…石井光明（藤島）
委　　員…佐藤康弘（鶴岡）、
原田政幸（鶴岡）、　石塚治己（鶴岡）、
野村　仁（鶴岡）、　佐藤泰仁（鶴岡）、 
工藤久子（藤島）、　金野匡良（羽黒）、
碓氷　伸（羽黒）、　丸山成章（櫛引）、  
鈴木　聡（櫛引）、　伊藤由紀子（朝日）、
佐藤宣夫（温海）

　以上14名で、次号より「もっしぇのー」
の作成に携わっていきます。
　よろしくお願いいたします。

詳しくは
農業委員会へ
お問い合わせ
ください。

（12月末現在、敬称略）
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鶴岡市農業委員会事務局
〒999-7696 山形県鶴岡市藤島字笹花25（鶴岡市藤島庁舎内）　☎64-5868・64‐5860（直）　FAX.64-5846
○鶴岡分室 25-2111㈹　○羽黒分室 62-2527　○櫛引分室 57-2114　○朝日分室 53-2117　○温海分室 43-4616
http://www.city.tsuruoka.lg.jp/sangyo/nougyouiinaki/index.html   発行/年３回（1・4・9月）

　山あいの傾斜地に階段状に作られた棚田。
いつまでも守っていきたい農村の原風景です。
　市内には、 「やまがたの棚田20選」 に認定
されている美しい棚田が４か所あります
（櫛引/𣗄代、朝日/大網、温海/暮坪・越沢）。 
ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。

鶴岡の棚田 －温海・暮坪－　新型コロナウイルスの影響で、生活が一
変しました。苦境に立たされる中で、地域
内外で新しい取り組みも生まれ、各々が努
力することと、周りの人と力を合わせるこ
とを、両輪でやっていくことの大切さを感
じる一年でした。
　みなさまの心身の平安を願っております。

（重松美鈴前委員）

あ  と  が  きあ  と  が  き

　10 月 19 日、鶴岡市農
業者年金協会交流研修会が
藤島地域で開催されました。

午前の部では、山形県農業会議
の高野氏より農業者年金の必要性や

メリットのお話しをしていただきました。
その後、復習を兼ねた○×クイズや抽選会を行
った後、劇団夢一座の演劇を観て楽しい時間を
過ごしました。午後の部では、時折雨が降る中
グラウンドゴルフ大会が行われましたが、元気
な会員の皆さんは雨にも負けず楽しみながら真
剣勝負！やっぱり農家、元気だの。動いて、笑
って元気な先輩方の姿に驚く一日でした。
　農業者年金の仕組みが気になる方や加入を検
討している方は、お気軽に農業委員会事務局へ
ご連絡ください。　　　　　　 （石井光明委員）

１．サラリーマンでも加入することができる
２．通常加入の場合、保険料の額は毎月２万円と
　　決まっている
３．40歳で加入した認定農業者は保険料の補助
　　を受けることができる
４．支払った保険料は申告の際、全額社会保険料
　　控除の対象となる
５．途中で脱退した場合、脱退一時金が支給される
６．年金の支給月は、年６回である

!
？

年金クイズ
交流研修会で出題した
農業者年金
〇×クイズに
挑戦！

答え：１．×（60 歳未満の国民年金第１号被保険者で、年間 60 日以上
農業に従事していれば誰でも加入できます）２．×（月２万円から６万７
千円までの間で自由に決めることができ、途中で変更も可能です）３．×
（39 歳までに加入する必要があり、農業所得や認定農業者等の要件があ
ります）４．〇　５．×（途中で脱退しても一時金は支給されず、将来年
金として支給されます）６．×（２月・５月・８月・１１月の年４回です）

（歌謡舞踊ショー）

（爆笑の場面も） （グラウンドゴルフ大会）

（県農業会議講師より  農業者年金のお話）

加入申込み、ご相談はお近くの農業委員会またはJAへ


